
　
方
針
と

　
　
　
重
点

　
市
の

　
基
本
施
策

　
学
校
の

　
教
育
目
標

育
て
た
い

資
質
・
能
力

評
価
A
～

D

④

②

②
⑤

②
⑤

②
③

③

③

学校運営協議会における主な評価内容
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①
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②
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支
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③
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に
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郷
土
教
育
の
推
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④
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り
入
れ
た
教
育
の
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⑤
安
全
・
安
心
で
快
適
な
学
校
環
境
の
整
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ふ
る
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る
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豊
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た
く
ま
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子
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考
え
話
す
子
　
助
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合
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や
り
ぬ
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や
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し
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元
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～

対
話
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通
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自
分
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く
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自
分
の
考
え
を
深
め
広
げ
る
学
習

自
分
・
学
級
・
学
校
を
高
め
る
生
活

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

①
対話を通して、自分の考えを深め
広げる授業づくりの推進

保小中の連携を通したつながりの
ある教育活動の推進

北稜校区における保小中や学校運営協議会と連携し
た組織的な活動を通して、子どもの学びの充実を図
る。

ふるさと上宝の教育資源を生かし
て多様な考えに触れる活動の充実

地域の方々・組織との連携を生かして、自然・環境・歴
史・産業などに関わる学びを充実させ、未来の創り手
として地域への発信・提案する機会を設ける。

持続可能なふるさと教育の推進
持続可能性を踏まえた見直し・改善を進め、地域との
連携を生かした教育活動の充実を図る。

「なりたい自分」に向かい、自分た
ちで高まろうとする子の育成

日常生活や行事を通して「なりたい自分」に向かう取
組の方向づけ・価値づけを行う。

主体性・協働性を養う特別活動の
推進

願いと見通しを大切に、自分たちで考えて取り組む特
別活動を推進し、楽しい学校づくりへの主体的な参画
を促す。

居場所がある安心・安全な学校を
つくるための対話の推進

心のアンケートを活用した教育相談、いじめの未然防
止と早期発見・対応、保護者との懇談などを通して、ど
の子も安心して過ごせる学校づくりに努める。

意図や目的を明確にした課題設定、相互比較し議論
する対話を設けて授業を行う。

自分の考えをもとに、多様な他者の考えと相互比較し
て考えを深められるよう、論理的思考・批判的思考を
養い、対話を通した学びの楽しさを実感できるように
する。

ＩＣＴ活用の推進
栃尾小をはじめ他校とのオンライン合同授業・交流を
通して、多様な考えに触れる学習を行う。
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点


